
 

 

 

 

 

事務の城川記代江です。最近ぴっぴの子ども達も「きよえさん！」と呼んでくれる子が増え

て嬉しい限りです。今年度は子ども達、保護者の皆さんとももっとお近づきになりたいと思い、

ぴっぴにいる時は子ども達とお喋りし、事務に関わるやり取りも保護者の皆さんと直接できる

よう努めておりますので、是非お気軽に声をかけてくださいね。 

 

ぴっぴを卒園した三男は中学２年、長男二男は既に成人して家を離れていますので、ぴっぴの

子ども達は孫のように可愛い存在です。ライフワークでも小さなお子さんとお母さんに関わる

ことが多く、我が家の育児反省録を笑い話でお話しする機会が沢山あってもネタに困らない程、

振り返れば私の子育てはドタバタ喜劇のような日々でした（喜劇は今も継続中～）。されど息

子たちはそれぞれの個性を発揮し、何だか逞しく成長しています。親が頼りないと子どもはし

っかりするのかもしれません。そんな 20 数年の子ども達との日々から私なりに学んだ事を、

ことわざにちょっぴりアレンジを加えてお伝えしたいと思います。 

 

「(信じて)待てば海路の日和あり」 

三男宗悟がぴっぴでお世話になった４年間で、私は親が子どもを信じて見守る大切さを学びま

した。手も口も出さずに見守るって本当に修行です！大人の時間軸ではなかなかの苦労を伴い

ますが、森に入ると自然にゆったりとした感覚と共に肩の力が抜け、この子を信じて待ってみ

ようという勇気が湧いてきたのを思い出します。手も口も出しまくっていた長男二男の幼少期

は色んな事を勢いで乗り越えてきた感があり、信じて待てていただろうか？先の事ばかりが気

になっていたなぁと反省を込めて記憶をたどる事も… 

 

「かわいい子には(決断と)旅をさせよ」 

私は息子たちに「自分のことは自分で決めよう」と伝えています。待てない時の私は「これは

こうする？」「こうしようか！」と決断オーラ全開に伝えていたような…。小さい決断は曇り空

に傘を持つか否かから、大きい決断は…主人の海外赴任が決まった時、息子たち全員にアメリ

カへ同行するか日本に留まるかの判断を託しました。長男は高２、日本の大学に行きたいと残

留、小２の三男はママと一緒がいいからと同行を即決。二男は中３、悩みに悩んで決断に 10 か

月。日本の高校も選択肢の一つとして受験しながらも最終的には同行を決め、アメリカの高校

へ入学しました。三男以上に二男は苦労の連続でしたが、諦めることなく最終的には自分の居

場所をしっかり作り、二人とも無事卒業することができました。親の意向のみで同行させてい

たら、二男は途中で学校をやめていたかもしれないと思うと、自分で決断してもらって本当に

よかったと思います。因みにその間子ども達に対して私が出来る事と言ったら、丁寧に食事を

作る事と、全身のマッサージのみ。緊張や不安、疲労でいっぱいの体はカチコチで、小さい頃
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から三兄弟寝る前に足を投げ出し「揉んで～」とせがまれていたせいか、思春期を過ぎても息

子たちの体に触れる役得は健在！日本で残りの高校生活を一人で乗り切った長男は、家事も一

人でこなし料理もお手のものに。クックパッド様様。やっぱりかわいい子には旅をさせよ！ 

 

「遠くの親戚より近くの(親愛なる)他人」 

私にはいざという時に助け合える大切な友人がいるのも、子ども達を信じて見守っていられる

源になっています。決して多くはありませんが、そんな友人達の存在が私の頼りない育児を支

え、大変な時は助けてもらい、大変そうだなと気づいた時にはサポートする関係が心地よく、

子ども達の成長を共に喜び合える事に感謝しています。大人同士もじっくりまざりあえる子ど

もの幼少期が、“お互い様“友達を作る絶好のチャンスです！ 

皆さんの育児も心から応援しています。大笑いの育児反省録、いつでもお話ししますのでお気

軽に～。 

 

 

《お知らせ》 

新しいどんぐりさんのご家族を迎えての一学期も面白い日々でした。ぴっぴの家族になり、

どんぐりさんのご家族はどんな変化がありましたか。大人にとっては、あっという間の 4 ヵ月

弱でしたが、子どもたちはたくさんの心動く毎日だったことでしょう。エピソードを振り返り

ながら、子どもたち一人一人の 4 ヵ月の育ちを感じています。一生懸命考えている 2 歳児の

姿、大きい人たちに憧れ学んでいる小さい人たちの姿、友だちから学んでいる姿、周りの人を

気遣う姿、自分に折り合いをつける姿、笑い転げてしまうような出来事…一つ一つが宝もので

すね。 

風越学園の校長先生が「ぴっぴを卒園した子どもたちは他の子どもたちとはちょっと学びの

様子が違う。探究が深い」と言われたことをお聞きし、また他からも「ぴっぴの子どもたちの

集中力、まとめる力、新しいことを始める力」をお聞きし、嬉しい気持ちになったのと同時に、

先を心配するのではなく、子どもたちの「今」を大切にしようと改めて感じています。 

一学期を共に歩んで下さって、ありがとうございました。田畑作業のお力添えもありがとう

ございます。 

長いお休みに入りますが心と身体を充分休める時、ご家族で楽しめる時になりますように。

また二学期の歩みを元気に始められますように。 

8 月 24 日（火）を楽しみにお待ちしていますね。 

                                     ：眞弓 

・森作り 22 日（日）9 時～ 

  ＊ご協力をよろしくお願いいたします。 

・二学期始業日 24 日（火） 

  ＊ぴっぴだよりお知らせ版配布 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


